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学校教育目標 人間力を高め，未来にはばたく児童生徒の育成 

学園だより  令和４年３月 14日  第 38号 みなみ学園義務教育学校 

合言葉    私たちの最上位目標は，子どもの幸せ 

３月 11日，学校のリーダーとして様々な場面で「みなみプライド」を示した 21名の卒業生の皆さんが，力強く誇り高く未来へ羽

ばたきました。感染拡大予防のため，在校生やご来賓の皆様の式への参加は叶いませんでしたが（７・８年生は教室からリモート参

加），保護者や先生方に見守られ，厳粛な雰囲気の中，卒業生は，堂々とした態度で卒業証書を手にしました。 

義務教育９年間では，各教科の勉強や道徳性など，たくさんのことを学んできたと思います。みなみでの学びを誇りに思い，新し

い気持ちで新しいスタートラインに立ち，前進してほしいと願っています。人と比べるのではなく，自分の目標に向かって，自分の

ペースで，自分らしく努力していってほしいです。卒業生の皆さんに，これからもうれしいことがたくさんありますように！ 

                        ご卒業，おめでとうございます！ 



第５回みなみ学園義務教育学校 卒業証書授与式 式辞 

 

柔らかな光が降り注ぐとともに、桜の蕾もふくらみ、春の訪れを感じさせる今日、義務教育九年間を修了し、凜とした姿で、未

来へ羽ばたこうとしている二十一名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。私たちは、みなさんの晴れの姿を、この目

と心にしっかり焼き付けたいと思います。 

 

残念ながら、今年度も、「新型コロナウイルスから自分と、自分の大切な人の命を守る」ということに心を砕かれた一年でした。

感染拡大予防のため、本日、在校生の皆さん、そしてご来賓の皆様の、式への参加が叶わなかったことを、心苦しく思います。 

 

さて、これから未来に羽ばたく卒業生のみなさん、みなさんは、このみなみ学園でたくさんの思い出をつくったことと思います。

みなさんが九年生に進級したとき、私はみなさんに「みなさんは学校のリーダーであり、学校の顔です。学校のことをよろしくお

願いします。」という話をしました。みなさんは、様々な場面で下級生の手本となる行動を示しました。部活動壮行会や生徒総会な

どでの活躍の姿を、後輩たちは憧れと尊敬のまなざしで見つめました。また、みなみスポーツフェスティバルでのみなみソーラン

やみなみフェスティバルでの合唱では、一人ひとりが熱い思いをもって、仲間とともに一生懸命取り組む姿があり、多くの人に感

動を与えました。みなさんの姿は、みなみ学園の生徒としてのプライドを示すものであり、後輩たちにも必ず引き継がれていくと

確信しています。 

そして、私が忘れられないのが、修学旅行での皆さんの姿です。仙台・松島の海で、東日本大震災の語り部と乗った遊覧船。お

そらく皆さんと同じく、行先や期日などの変更があったであろう他校の仲間の遊覧船とすれ違うと、みなさんは「やっとこられた

ね、一緒に乗り越えようね。」と言わんばかりの表情で、仲間たちに全身で手を振りました。また、ホテルや食事場所など、行く先々

で、お礼の言葉を口にする皆さんの姿にも、心を打たれました。私は、みなさんのたくさんの長所の中で、この「相手の気持ちに

思いを寄せる」ところは、人生に彩りを添えるとともに、みなさんに幸せをもたらしてくれることでしょう。 

 

これから未来に羽ばたくみなさんに、大切にしてほしいことをお話しします。それは、「お家の方々が大切に育んでくださった命

を大切にすること」と「より広い視野で様々なことに挑戦すること」です。みなさんは、義務教育九年間で、正しいこととそうで

ないこと、偏見をもたないこと、誠実であることなどをしっかり学んできたと思います。自分に自信をもって、挑戦することを続

けてほしいと思います。もしかしたら、つらいことや不安、また、迷いを抱えることがあるかもしれません。ですが、どんな経験

も自分の力に代えて、前に進んでほしいと思います。つらい時にはこのクラスを思い出し、心の支えにして、歩みを続けてほしい

と思います。みなさんに宿題を出します。私もずっと前、その当時の先生に出してもらった宿題です。一番時間がかかって、一番

一生懸命に取り組んだ宿題です。「幸せになること」。締め切りは、いつでも大丈夫です。 

 

改めまして、保護者の皆様、本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。生まれてから十五年間、いろいろなことがあ

ったと思います。共に喜んだこと、励ましたこと慰めたこと、叱ったこと。特に、この後期課程の三年間は、悩みも多く、多感な

時期で、心配の種は尽きなかったことと思います。けれども、子どもたちは保護者の皆様の愛情に支えられ、こんなに立派に成長

しました。どうぞこれまでがそうであったように、これからも子どもたちの一番の理解者であり、心の居場所でいていただけたら

と思います。 

 

最後になりました。卒業生の皆さん、みなみ学園義務教育学校は皆さんの母校です。輝く未来に向けて、このみなみ学園で過ご

した日々を心の糧にして、力強く、誇り高く、羽ばたいてください。皆さんの前途に、幸多かれとお祈りし、式辞といたします。 

令和４年３月 11日 

 笠間市立みなみ学園義務教育学校  校長  野尻 秀子 

 


